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◆ 研究概要 

Ⅰ脳血管病変の病態解明と治療戦略 
・頸動脈アテローム血栓病変の病理形態と形成機序 
・硬膜動静脈瘻の臨床病態と形成機序 
・脳血管攣縮と脳虚血の病態：特に再潅流障害と血小板活性化因子の役割と治療展開 
・血小板凝集とヘパリンコファクターⅡの関わり 
・解離性動脈瘤の病理病態変化と形成機序 
Ⅱ脳機能研究を基盤とした新しい手術法と機器の開発 
・双極子追跡法，MEGによる脳機能マッピングに関する基礎研究と術中モニタリング 
・３次元ナビゲーション・神経内視鏡装置の開発と臨床応用 
・脳血管外科手術器具および血管内治療塞栓物質の開発 
Ⅲ悪性脳腫瘍の病態解明と治療 
・セプチンアンチセンス遺伝子による悪性グリオーマ遺伝子治療法の開発 
・gliomaの悪性化に伴う特異的遺伝子発現に関する研究 
Ⅳ脳神経細胞の分化発達の機序・神経再生と高次脳機能 
・脳の成長，発達に関連する蛋白質解析と機能分化に関する基礎研究 
・グルタミン酸神経毒性におけるアポトーシス細胞保護 
・実験マウスモデルを用いた先天性水頭症の成因解明 
・組換え単純ヘルペスウィルスを用いた脊髄損傷ラットに対する遺伝子治療 
・高次脳機能検査の体系化と臨床応用 
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